
問 問合せ 申 申込み
日 日時 会 会場
期 期間 時 時間
対 対象 資 資格
定 定員 ¥  費用
〆 締切 内 内容
講 講師
本庁 本庁舎
大和 大和庁舎
塩沢 塩沢庁舎

今
年
も
や
り
ま
す
！

　

市
政
懇
談
会

テ
ー
マ

【
子
ど
も
若
者
支
援
に
つ
い
て
】

毎
年
恒
例
の
、
市
政
懇
談
会
を

市
内
16
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
市

政
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
疑
問

に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
何
で
も

聞
け
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
直
接

市
長
と
対
話
し
、
情
報
を
交
換
し

合
い
、
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

ご
意
見
ご
提
言
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
市
政
運
営
に
反
映
し
ま
す
。

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
子

ど
も
若
者
支
援
に
つ
い
て
」
で
す
。

市
は
今
年
度
、
子
ど
も
若
者
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
諸
施
策

の
推
進
と
強
化
を
行
い
ま
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課　

企
画
班　

　

☎
７
７
３

−

６
６
７
２

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援

�

対
策
事
業
説
明
会

３
月
16
日
、
17
日
、
18
日
に
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
事

業
説
明
会
を
、
次
の
１
会
場
で
開

催
し
ま
す
。

日　

４
月
24
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
３
時

会　

市
役
所
本
庁
舎　

　

２
階
大
会
議
室

申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

期　

４
月
25
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈫

※�

支
援
対
策
の
対
象
者
、
内
容
な

ど
に
つ
い
て
は
、
市
報
３
月
１

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
請

書
類
は
農
林
課
窓
口
に
て
渡

し
ま
す
。

問　

農
林
課　

農
業
振
興
係

　

☎
７
７
３

−

６
６
６
３

春
季
消
防
演
習
の
た
め

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

市
消
防
団
で
は
春
季
消
防
演
習

に
伴
い
、
打
鐘
お
よ
び
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
を
行
い
ま
す
。
火
災
と
間
違

え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

大
和
・
塩
沢
方
面
隊

日　

４
月
24
日
㈰
午
前
７
時

区
域　

大
和
・
塩
沢
地
域
全
域

六
日
町
方
面
隊

日　

４
月
29
日
㈮
午
前
７
時

区
域　

六
日
町
地
域
全
域

問　

消
防
本
部　

消
防
団
係

　

☎
７
８
２

−

０
８
６
０

廃
棄
物
対
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

☎
７
８
２

−

０
３
３
９

大
和
地
域
の
皆
様
へ

　

剪
定
枝
受
け
入
れ

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

剪
定
枝
の
受
け
入
れ
は
、
市
可
燃

ご
み
処
理
施
設
（
下
図
参
照
）
に

直
接
搬
入
す
る
場
合
に
限
り
、
３

月
か
ら
無
料
と
し
て
お
り
ま
す
。

大
和
地
域
に
お
い
て
、
左
記
の

期
間
は
大
和
庁
舎
に
コ
ン
テ
ナ

を
設
置
し
て
受
け
入
れ
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期　

４
月
20
日
㈬
〜

　
　

５
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
も
含
む
）

◆�

エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼（
魚
沼
市
）

へ
の
搬
入
は
無
料
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

春
の
一
斉
清
掃
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
毎
年
「
春
の
一
斉
清
掃

の
日
」
を
定
め
、
地
域
の
美
化
運

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

美
化
運
動
の
実
施
は
、
お
住
ま

い
の
行
政
区
ご
と
の
取
り
組
み

と
な
り
ま
す
。

日
程

大
和
地
域

　

４
月
23
日
㈯

六
日
町
・
塩
沢
地
域

　

４
月
24
日
㈰

（
実
施
日
が
異
な
る
行
政
区
も

あ
り
ま
す
。）

みなみ魚沼みなみ魚沼市報

お知らせ版 ［南魚沼市民憲章］（平成19 年4月1日 制定）

◦わたしたち南魚沼市民は、人間を大切にします。
◦わたしたち南魚沼市民は、自然を大切にします。
◦わたしたち南魚沼市民は、ものづくりを大切にします。

http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp　市報は南魚沼市公式ウェブサイトでもご覧いただけます

2011年（平成23年）

No.78 4/15
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
た

場
合
、
当
日
の
懇
談
会
は

中
止
し
ま
す
。

当面の日程
開始時刻：午後７時 30 分より

日時（曜日） 会　場

４月27日㈬ 後山集落センター

５月９日㈪ 南魚沼市役所

５月10日㈫ 五十沢地域開発センター

今後の日程は、次回の市報でお知らせします。
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「南魚沼市教育基本計画（案）」パブリックコメント集計結果公表
問　学校教育課　777 − 3118

■　募集の趣旨

「南魚沼市教育基本計画（案）」に対する意見募集を１月 17 日㈪～２月４日㈮までの間に行いました。
お寄せいただいたご意見・情報の集計が終わりましたので公表いたします。
寄せられた意見は、４人の方から 10 件でした。個々のご意見・情報に直接回答はいたしませんので、
ご了承ください。�「基本計画（案）」は、市ウェブサイトに掲載してあります。

■　市民意見等の概要及び市民意見等に対する市の考え方

意見等概要 件数 市の考え方（対応）

７ページ欄外の３に
外国語指導助手（ALT）は、Assistant of Langua
ge Teacher とありますが、”of” はいらないので
はないか。

１

ご指摘のように、「外国語指導助手は（Assistant  
of  Language  Teacher） の 略 称。」 と あ り ま す が、
正 し く は、（Assistant  Language  Teacher） で す。
お詫びして訂正いたします。

23 ページの＜家庭＞（２）の
「目上の人を大切に」や「年下の人はかわいがる」

は、24 ページ４行目「対等な立場で主張」と矛
盾するのではないか。

１

「目上の人を大切に」や「年下の子どもをかわいが
る」は、日本に儒教が伝わってから今日に至るまで、
日本人の心に根ざした大切な価値観です。師弟関
係や上司・部下等の関係を否定することは、社会
の無秩序を助長するだけのものであり、何でも対
等がいいとは考えていません。24 ページの４行目
にある「対等の立場で主張できる」とは、発展的
で協調的な自己主張（アサーティブな表現）をす
ることであり、矛盾するものではないと考えます。

26 ページの＜家庭＞（１）の
「周囲への迷惑」という文言は不適切なので、削

除できないか。 １

ご指摘のように、「周囲への迷惑」とその後に続く
「不快感をもたらす行動」はほぼ同じ意味と考えら

れます。また、「周囲への迷惑」という言葉が障が
いをもつ人たちにとって、萎縮させるというご指
摘ですので、「や周囲への迷惑」を削除したいと考
えます。

27 ページの＜学校＞に
「指導」という言葉が数回でてくるが、別の言

葉にしたらどうか。
１

学校では、学習指導要領とか、年間指導計画・指
導案というように、指導という言葉は一般的に使
われており、適切であると考えます

18 ページの「目指す子ども像」に込めた願い、
の文章は素晴らしい。文学性を感じる。　 １ 南魚沼市らしさが最も表れている部分です。

21 ページの四角内の
「公明正大」の後ろに「卑怯なことをしない」と

加えたらどうか。
１

公明正大とは、「公平で、良心に恥じるところがな
く正しいこと」です。「卑怯なことはしない」とほ
とんど同じ意味であると考えられます。

31 ページの＜学校＞の（３）の
「体育指導員との連携を図り、競技力の向上を図

るとともに、」の次に「自ら目標を設定し、そ
れに向かっていく」を加えたらどうか。

１

ご指摘のように、そのほうが、“ たくましい心 ” の
意味がわかりやすくなると考えますので、修正し
たいと思います。

いじめ問題の解決のために
① 一人一人がかけがえのない命をもっているこ

とを強く自覚させてほしい。
② 教師は専門職としてしっかり見抜く目をもち、

家庭でも話題にし目配りが必要だ。
③具体策を立てることが大切である。

１

「いじめ根絶」については、22 ～ 23 ページに学校・
家庭・地域・行政に分けて、その具体策を述べて
います。また、25 ～ 26 ページには、いのちの尊
さやつながりが感じ取れるように、４つの組織が
どういう活動を行うかを記述しました。

郷土に愛着と誇りをもつ人間を目指し、豊かな
自然環境・歴史的背景を教育の中に生かし、ふ
るさと学習を推進することが必要である。

１
34 ～ 35 ページに郷土の歴史や文化を知る活動と
して概ね記述してあると考えています。

徳育の指導は重要視すべきである。

１

原案では、徳育を非常に重視しており、５つの姿
の筆頭に「正義を尊び、勇気をもって行動する子
ども」をあげています。また、「たくましい心づくり」
として具体的な取組を述べています。
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「南魚沼市地球温暖化対策実行計画（案）」パブリックコメント集計結果公表　　
問　環境交通課　773 − 6666

■　募集の趣旨

「南魚沼市地球温暖化対策実行計画（案）」に対する意見募集を 1月 4日㈫～ 1月 24 日㈪までの間行い
ました。お寄せいただいたご意見・情報の集計が終わりましたので公表いたします。
寄せられて意見は、4 人の方から 8 件でした。個々のご意見・情報に直接回答はいたしませんので、
あらかじめご了承ください。�「実行計画（案）」は、市ウェブサイトに掲載してあります。

■　市民意見等の概要及び市民意見等に対する市の考え方

意見の内容 市の考え方

1. 小水力発電への取組み
五十沢キャンプ場での湧水による小水力
発電が新潟県モデル地域に選定されたこ
とをきっかけに、将来的には小水力発電
の市内での普及および低炭素化と環境に
寄与するまちづくりに繋げてほしい。

計画書本編ｐ .62　（表の左側、市の取組み 13 行目）
“【自然エネルギーに関する情報提供と普及啓発】
自然エネルギーの普及促進のため、情報提供や啓発活動に
努めます。” と記載している中に小水力発電によるエネル
ギーも含まれるものとしています。4 月には市内の新エネ
ルギーや省エネルギーを活用した施設を紹介する「新エネ
省エネ施設マップ」を全戸配布する予定です。そのような
形で情報提供や普及促進に努めていきます。

2. 市内の学校教育にエコ学習を取り入れる
市の新学習指導要項が目指す「生きる力」
を育むための基礎学習の一環として、エ
コ科目を取り入れ、環境問題の基本的な
知識を持つ人づくりを始めたらどうか。

環境教育については上位計画である環境基本計画の中で基
本施策として位置付けています。また、市の学校教育方針
は総合計画に記載されているため、今後施策を推進してい
くにあたって、ご意見を参考に関係部署との調整・連携を
図りながら取り組みたいと考えます。

3. 市民をエコピープルに
ＥＣＯ検定の資格取得する過程で地球環
境のことを知り、考えて生活に密着した
家庭や職場や地域社会で環境保全活動を
実施しようとする気持ちが芽生える。そ
のために 1 人でも多くの市民が地球環境
問題を学び、「エコピープル」になるこ
とが望まれる。

環境に関する学習について機関や資格を限定することはで
きませんが、このような環境問題を学ぶ方、資格を持った
方が来年度以降「（仮称）南魚沼市地球温暖化対策地域推
進協議会」に参画して頂くことで、協働して温暖化対策へ
の取組みを進めていけるよう、ご協力をお願いしたいと思
います。市としても市民への普及啓発に努めていきます。

4. ビジネスエコリーダーの育成
ビジネスエコリーダーを担う人のための
養成講座を活用しながら人材育成し、次
第に地域のビジネスエコリーダーが講師
となり、地域に根付いた講座にできれば
理想的である。

計画書本編ｐ .46（表の左側、市の取組み 7 行目）
“【南魚沼版スローライフの普及に向けた体制づくり】

（仮称）スローライフコーディネーターの育成など、長期
的な視点から環境教育に取り組む体制づくりを進めます。”
といった記載にあるように、“ スローライフコーディネー
ター ” という名称で同様の役割の人を位置づけています。

5. 環境マネジメントシステムの導入
地元企業において、安価で取組みやすい
環境マネジメントシステムの採用、定着
が望まれる。

計画書本編ｐ .49（左下　図中）
“「（仮称）南魚沼エコびと」の認定、表彰 ”
⇒ 将来的には「（仮称）南魚沼エコびと」の認定の際に、

エコ検定（市民）、エコアクション 21（事業者）などの
取得を条件とすることも考えられるので、「エコ検定（市
民）、エコアクション 21（事業者）などの取得の奨励」
を表記します。まず取組みの第一歩としてはハードルを
高くせずに、資格より意欲を優先させたいと考えます。
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意見の内容 市の考え方

6. 環境保全活動と農商工とのリンケージ
エコピープルが増えれば、地元の食材、
自然環境、観光、農業、匠の技、伝統技
術や工芸、歴史や文化等の地域に根付い
た財産をエコの観点から有機的に結びつ
けた新たな製品やサービスの創出、規格
外品、廃品の活用、流通コスト削減、地
産地消、人の交流等、様々な知恵が継続
的に生まれ、地域経済の活性化に寄与す
る。

市民生活だけでなく、事業活動の視点からも（仮称）スロー
ライフコーディネーターを中心とした体制づくりを進めま
す。それとともに「（仮称）南魚沼エコびと」の認定・表
彰や環境教育・学習を通じ、地域資源の活用等が地域経済
の活性化に結びつくような取組みを「（仮称）南魚沼市地
球温暖化対策地域推進協議会」と協働で進めたいと考えま
す。

７.�温室効果ガス排出量削減のための施策
と地球温暖化対策事業の提案

① 南魚沼産コシヒカリの栽培技術につい
て、排出量削減に相応しいネーミング
と栽培技術にすることで、輸出でも他
産地との差別化、環境対策でのイメー
ジアップで世界ブランド化を図られる。

② 菜の花（なたね）のスキー場（ゲレンデ）
栽培

③ 地球温暖化対策で地域有力企業との連
携協定締結

④ 石油代替エネルギーとして雪氷熱、地
中熱、天然ガスの事業化調査

⑤ 南魚沼市内の小水力発電可能性調査の
検討

⑥ 環境学習候補地（第二上田小学校の学
校林＋エコプラス）

個々の表現は異なりますが、基本的な部分では
①「南魚沼産コシヒカリの栽培技術」は、

計画書本編ｐ .47“ 南魚沼版スローフードの普及促進 ” に、
② ｢菜の花（なたね）のスキー場（ゲレンデ）栽培｣ は、

計画書本編ｐ .46“ 南魚沼版スローライフの確立と普及促
進 ” に、

③ ｢地球温暖化対策で地域有力企業との連携協定の締結｣ は、
計画書本編ｐ .48 ～ 49“ テーマ②（仮称）南魚沼エコび
とをつなげ・ふやす取組み ” に、

④ ｢石油代替エネルギーとして雪氷熱、地中熱、天然ガス
の事業化調査｣ は、
計画書本編ｐ .60 ～ 61
“ テーマ⑦雪対策、雪利用での自然エネルギー利用 ” に、

⑤ ｢南魚沼市内の小水力発電導入可能性調査の検討｣ は、
計画書本編ｐ .62 “ 太陽光発電など自然エネルギーの普及
促進 ” に、

⑥ ｢環境学習候補地｣ は、
計画書本編ｐ .48“ インターネットや環境教育の取組みを
通じたエコな人づくり ” に、
共通する内容です。従って、計画書自体に具体的な反映
はしませんが、計画推進にあたっては検討する際の参考
資料として活用させていただきます。
なお、天然ガス事業化調査については、今後情報収集を
させていただきます。

8.�表記の訂正
（「暖気」は正しくは「暖機」）

計画書本編ｐ .58　26 行目
 “ 現在販売されているガソリン乗用車においては暖気不要 ”
⇒誤字のため暖機に修正します。

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策
事
業

申
請
受
付
開
始

地
球
温
暖
化
防
止
。
生
物
多
様
性
保
全
等
に
効

果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
し

て
支
援
を
行
う
、
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対

策
の
申
請
受
付
を
始
め
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
要
件
を
満
た
す
、
販
売
を
目
的
と
し
て
生

産
を
行
う
農
業
者
、集
落
営
農
（
農
業
者
グ
ル
ー
プ
）。

①�

持
続
農
業
法
第
4
条
第
1
項
の
認
定
（
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
）
を
受
け
て
い
る
か
、
対
策

の
加
入
申
請
ま
で
に
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
申
請

中
で
あ
る
こ
と
。

②�

農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を
行
っ
て
い
る

こ
と
。

■
対
象
と
な
る
取
組

次
の
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
等

に
効
果
の
高
い
取
り
組
み
と
す
る
。

化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
5
割
低
減
と
①
〜

③
の
組
み
合
わ
せ
と
④

①�

カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付
け
を
組
み
合
わ
せ
た

取
り
組
み

②�

リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
・
草
生
栽
培
を
組
み
合
わ
せ

た
取
り
組
み

③
冬
期
湛
水
管
理
を
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み

④�

化
学
肥
料
、
農
薬
を
使
用
し
な
い
有
機
農
業
の

取
り
組
み

※�

①
〜
④
い
ず
れ
か
一
つ
の
取
り
組
み
。
複
数
行
っ

て
も
、
補
助
対
象
は
1
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

4
月
25
日
㈪
〜
5
月
31
日
㈫

申
請
書
類
は
農
林
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問　

農
林
課　

農
業
振
興
係

　
　

☎
７
７
３

−

６
６
６
３
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ク
マ
出
没
に
注
意
！

今
年
も
、
ク
マ
の
活
動
期
に
入
り

ま
し
た
。
登
山
や
山
菜
採
り
等
で
山

に
入
る
機
会
が
ふ
え
る
時
期
に
な
り

ま
す
。
十
分
な
注
意
と
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

ク
マ
と
の
遭
遇
を
防
ぐ
た
め
に

・�

ク
マ
は
す
ぐ
れ
た
聴
覚
と
嗅
覚

を
持
っ
た
動
物
で
す
。
ク
マ
の

生
息
域
へ
立
ち
入
る
際
に
は
、

鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
音
を
出
し
、

自
分
達
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
川
や

沢
の
近
く
、
悪
天
候
時
は
音
が

消
さ
れ
が
ち
で
す
の
で
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

・�

山
菜
採
り
な
ど
で
は
、
見
通
し

の
悪
い
場
所
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・�

ク
マ
の
糞
や
足
跡
な
ど
を
見
つ

け
た
ら
、
速
や
か
に
引
き
返
し

て
く
だ
さ
い
。

・�

子
グ
マ
を
見
つ
け
た
ら
、
近
く

に
親
グ
マ
が
い
ま
す
の
で
、
そ

の
場
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

■
遠
く
に
ク
マ
を
見
つ
け
た
場
合

落
ち
着
い
て
静
か
に
そ
の
場

を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。
大
声
を

出
し
た
り
、
物
を
投
げ
た
り
す
る

と
、
ク
マ
を
刺
激
し
て
危
険
で
す
。

■
近
く
に
ク
マ
を
見
つ
け
た
場
合

ク
マ
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
に
ゆ
っ

く
り
落
ち
着
い
て
後
退
し
、
距
離

を
と
り
ま
し
ょ
う
。
あ
わ
て
て
背

中
を
向
け
て
逃
げ
出
す
と
、
ク
マ

に
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
危
険

で
す
。

■
至
近
距
離
で
出
く
わ
し
た
場
合

ク
マ
は
お
く
病
な
動
物
で
す
。

急
に
動
い
た
り
す
る
と
驚
い
て

攻
撃
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
あ
わ
て
ず
、
ク
マ
が
立
ち

去
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

も
し
ク
マ
に
襲
わ
れ
た
場
合

は
、
両
腕
や
ザ
ッ
ク
な
ど
で
頭
部

を
覆
い
、
地
面
に
伏
せ
る
な
ど
、

致
命
傷
を
受
け
な
い
よ
う
防
御

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に

・�

屋
外
に
生
ゴ
ミ
、
廃
棄
果
実
、

米
ぬ
か
な
ど
、
エ
サ
と
な
る
も

の
を
放
置
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
ら

■
次
の
内
容
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・�

目
撃
年
月
日
・
時
刻

・�

目
撃
者
名
・
連
絡
先

・�

目
撃
場
所
・
目
撃
時
の
状
況

・�

被
害
の
状
況

■
連
絡
先

・��

環
境
交
通
課

　

☎
７
７
３

−

６
６
６
６

　

夜
間
・
休
日
（
当
直
）

　

☎
７
７
３

−

６
６
６
０

・�

南
魚
沼
警
察
署

　

☎
７
７
０

−

０
１
１
０

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射
は
１
年
に
１

回
（
原
則
と
し
て
４
月
か
ら
６
月

末
ま
で
に
）
接
種
さ
せ
る
こ
と
が
、

法
令
で
飼
い
主
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。「
集
合
注
射
」
の
会
場

と
時
刻
に
つ
い
て
は
、
市
報
３
月

15
日
号
ま
た
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金

■
登
録
済
み
の
犬

　

注
射
料
金　

��

３
、１
０
０
円

■
新
た
に
飼
い
始
め
た
犬　

登
録
手
数
料　

３
、０
０
０
円

注
射
料
金　
　

３
、１
０
０
円

合
計　
　
　
　

６
、１
０
０
円

注
意
事
項

◇�

「
は
が
き
」
が
送
付
さ
れ
た
方
は
、

問
診
を
記
入
し
、
署
名
、
押
印

の
上
、
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

◇�

集
合
注
射
会
場
で
接
種
で
き
な

い
方
は
、
６
月
末
ま
で
に
個
別

に
獣
医
師
よ
り
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
は
、
料

金
が
前
記
と
異
な
り
ま
す
。

◇�

生
後
90
日
以
内
の
犬
は
、
接
種

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問　

環
境
交
通
課　

環
境
交
通
班

　
　

☎
７
７
３

−

６
６
６
６

石
井
美
千
子
人
形
展　

昭
和
の
こ
ど
も
た
ち

���

何
も
な
か
っ
た
け
ど
…
夢
が
、

希
望
が
、
絆
が
あ
っ
た
。

今
、
伝
え
た
い
思
い
。

「
市
民
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

棚
村
基
金
」
設
立
20
周
年
記
念
事

業
で
、
こ
の
春
閉
校
と
な
っ
た
旧
西

五
十
沢
小
学
校
体
育
館
で
「
昭
和

の
こ
ど
も
た
ち
」
人
形
展
を
開
催
し

ま
す
。

昭
和
30
年
代
の
子
ど
も
た
ち

の
日
常
と
家
族
の
絆
を
テ
ー
マ

に
、
２
０
０
体
の
創
作
人
形
と
ジ

オ
ラ
マ
で
再
現
し
た
懐
か
し
い

世
界
に
、
ぜ
ひ
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

期　

４
月
29
日
㈮
〜
５
月
22
日
㈰

　
　
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
　

入
場
午
後
４
時
30
分
ま
で

会　

旧
西
五
十
沢
小
学
校
体
育

館
〔
宮
村
下
新
田
〕　　

¥　

入
場
無
料

問　

社
会
教
育
課�

文
化
振
興
係

　
　

☎
７
７
７

−

４
６
７
１

新
緑
の
五
十
沢
キ
ャ
ン
プ
場

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

採
れ
た
て
の
山
菜
を
使
っ
た

山
菜
料
理
・
越
後
も
ち
豚
な
ど
地

元
色
豊
か
な
即
売
会
や
餅
つ
き

体
験
、
餅
ま
き
大
会
、
ニ
ジ
マ
ス

釣
り
大
会
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。

森
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
は
、
美
し
い

自
然
の
中
で
行
わ
れ
る
結
婚
式
。
皆

さ
ん
で
お
祝
い
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

日　

５
月
４
日
㈬

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

・
開
会
式　

午
前
10
時

・
模
擬
店　

午
前
10
時
〜

�　

午
後
３
時
（
山
菜
の
販
売
や

山
菜
料
理
な
ど
予
定
）�

・
森
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

午
前
11
時

・
も
ち
ま
き�

正
午�

・
も
ち
つ
き
大
会　

午
後
０
時
30
分�

・
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会

午
後
１
時
30
分

問　

五
十
沢
キ
ャ
ン
プ
場
〔
永
松
〕

　
　

☎
７
７
４

−

２
４
１
２
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城
之
入
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

参
加
者
募
集

魚
野
川
支
流
の
城
之
入
川
の

ゴ
ミ
拾
い
清
掃
を
行
い
ま
す
。

日　

５
月
１
日
㈰
午
前
９
時

◦
集
合　

�

塩
沢
織
物
会
館
前

　
　
　
　

駐
車
場
〔
目
来
田
〕

◦
持
ち
物　

長
靴
・
軍
手

問　

よ
み
が
え
れ
魚
野
川　

樋
口

　

☎
０
９
０

−

３
０
８
３

−

１
７
１
７

市
農
産
物
・
特
産
品
直
売

所
の
指
定
管
理
者
募
集

今
年
度
建
設
の
「
南
魚
沼
市
農

産
物
・
特
産
品
直
売
所
」
の
指
定

管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
申
請
を
さ
れ

る
団
体
等
は
次
の
事
項
を
確
認

の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

直
売
所
の
概
要

・���

所
在
地　

南
魚
沼
市
下
一
日
市

８
５
５
番
地

　
（
市
立
今
泉
博
物
館
敷
地
内
）

・�

延
床
面
積　

約
６
１
３
㎡

・�

構
造　

木
造
平
屋
建
３
棟

　
（�

直
売
所
棟
１
、
屋
外
ト
イ
レ

棟
１
、
休
憩
交
流
棟
１
）

業
務
内
容
の
概
要

・�

施
設
維
持
管
理
業
務
全
般

・�

事
業
運
営
業
務
全
般

※�

詳
細
は
「
南
魚
沼
市
農
産
物
・

特
産
品
直
売
所
管
理
運
営
に

関
す
る
業
務
仕
様
書
」
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。

指
定
管
理
期
間

・��

平
成
24
年
４
月
１
日
（
予
定
）

〜
平
成
27
年
３
月
31
日

応
募
資
格

・�

市
内
に
本
社
、
支
社
、
事
業
所

等
を
有
す
る
法
人
そ
の
他
団
体

な
ど
（
法
人
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
個
人
で
の
応
募
は
で
き
ま

せ
ん
）

※�
詳
細
は
「
南
魚
沼
市
農
産
物
・

特
産
品
直
売
所
指
定
管
理
者
募

集
要
項
」に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

応
募
期
間
、
募
集
要
項
の
配
布
期
間

・�

４
月
15
日
㈮
〜
５
月
10
日
㈫

（�

土
日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）

配
布
・
申
請
受
付
窓
口

・�

商
工
観
光
課
（
本
庁
舎
）

※�

募
集
要
項
等
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

質
問
受
付
期
間

４
月
21
日
㈭
〜
４
月
27
日
㈬

説
明
会

日　

４
月
28
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

会　

本
庁
舎��

２
階��

大
会
議
室

�

（
１
団
体
２
人
ま
で
出
席
可
）

説
明
会
へ
の
出
席
希
望
の
団

体
等
は
、
説
明
会
申
込
書
（
指
定

様
式
）
を
４
月
25
日
㈪
ま
で
に
送

付
先
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
お
よ
び
業
務
仕
様
書

に
関
す
る
質
問
は
質
問
票
（
指
定

様
式
）
に
よ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
み
受
け
付
け
し
ま

す
。（
電
話
、
口
頭
に
よ
る
質
問

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

な
お
質
問
に
つ
い
て
は
、
応
募

資
格
の
あ
る
応
募
予
定
の
団
体

等
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

質
問
票
・
説
明
会
申
込
書
送
付
先

　

FAX
７
７
３

−

６
７
１
０

E-
mailsyoukou-s@

city.
m
inam

iuonum
a.lg.jp

回
答
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ
・
質
問
先

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
班　

　

☎
７
７
３

−

６
６
６
５

観
光
事
業
補
助
金
申
請

多
様
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
に
対
応
し
、
観
光
振
興
を
図

る
た
め
の
事
業
に
要
す
る
経
費

に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象

観
光
振
興
を
目
的
と
す
る
団

体
で
南
魚
沼
市
が
認
め
る
団
体

交
付
の
条
件

・�

観
光
誘
客
事
業
で
あ
る
こ
と
。

・��

補
助
事
業
に
係
る
経
理
は
、
他

の
経
理
と
明
確
に
区
分
し
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

・�

事
業
費
が
補
助
金
の
２
倍
以
上

で
あ
る
こ
と
。

・��

補
助
金
の
上
限
額
は
１
０
０
万

円
と
し
ま
す
。

受
付
期
間

４
月
18
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈫

必
要
な
書
類

事
業
実
施
計
画
書

※�

申
請
用
紙
は
商
工
観
光
課
（
本

庁
舎
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
定
方
法

南
魚
沼
市
観
光
事
業
補
助
金
選

定
委
員
に
よ
り
選
定
を
お
こ
な
い
、

交
付
団
体
等
を
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み
先

商
工
観
光
課　

観
光
交
流
係

　

☎
７
７
３

−

６
６
６
５

　

FAX
７
７
３

−

６
７
１
０

E-
mailkankou@

city.
m
inam

iuonum
a.lg.jp

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
加

入
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
、
ケ
ガ
や
病

気
に
な
っ
た
方
な
ど
を
高
齢
者

の
方
を
含
め
た
社
会
全
体
で
支

え
て
い
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
、
加
入
者
の
医
療
費

な
ど
に
充
て
ら
れ
る
貴
重
な
財

源
で
す
。
特
別
な
事
情
が
な
く
保

険
料
を
納
め
な
い
と
、
給
付
に
制

限
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
自
分
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め

に
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

■�

保
険
料
の
納
付
に
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
険
料
を
納
付
書
で
納
め
て
い

る
方
（
普
通
徴
収
）

納
付
書
で
納
め
て
い
る
方
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
保
険
料
の

納
め
忘
れ
の
心
配
や
、
納
期
の
た

び
に
金
融
機
関
に
行
く
必
要
が

な
く
な
り
大
変
便
利
で
す
。

口
座
振
替
へ
の
手
続
き
は
、
金

融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
で

納
め
て
い
る
方
（
特
別
徴
収
）

年
金
か
ら
天
引
き
で
納
め
て

い
る
方
で
も
、
手
続
き
に
よ
り
年
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金
か
ら
の
納
付
を
中
止
し
て
、
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て
は
市
民
課

国
保
年
金
係
か
市
民
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※�

ご
家
族
の
口
座
か
ら
の
納
付

に
変
更
し
た
場
合
、
社
会
保
険

料
控
除
は
、
実
際
に
ご
負
担
し

た
方
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
世
帯

全
体
の
所
得
税
や
住
民
税
の

税
額
に
影
響
が
生
じ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
７
７
３

−

６
６
６
１

南
魚
沼
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

南
魚
沼
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人
権
擁
護
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
お
り
、
委
員
数
は
南
魚
沼
市

12
名
、
魚
沼
市
12
名
、
湯
沢
町
４

名
の
総
数
28
名
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
や
、
法
務
局

の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に

よ
る
被
害
者
の
救
済
を
行
う
ほ
か
、

人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け

る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

人
権
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
、
心

配
ご
と
は
お
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
和
地
区

並
木　

義
雄�

〔
海
士
ケ
島
新
田
〕�����

　

☎�

７
７
９

−
２
６
５
９

塩
野
谷　

ス
イ
〔
山
崎
新
田
〕

　

☎
７
７
９

−
３
５
２
８

駒
形　

英
雄
〔
浦
佐
〕

　

☎
７
７
７

−

３
２
０
１

志
太　

喜
久
子�

〔
芹
田
〕�

　

☎
７
７
７
―
３
２
７
８

六
日
町
地
区

南
雲　

勇
〔
山
口
〕

　

☎
７
７
５

−
２
３
３
５

水
落　

東
洋
子
〔
五
日
町
〕

　

☎
７
７
６
−

２
８
０
６

栗
田　

ス
ミ
〔
宮
〕

　

☎
７
７
４

−

２
０
０
５

若
山　

文
雄
〔
六
日
町
〕

　

☎
７
７
３

−

６
５
４
０

塩
沢
地
区

貝
瀬　

幸
子
〔
吉
山
新
田
〕

　

☎
７
８
２

−

９
５
０
３

笛
木　

健
作
〔
栃
窪
〕

　

☎
７
８
２

−

３
８
７
８

貝
瀬　

一
夫
〔
長
崎
〕

　

☎
７
８
２

−

２
２
８
８

木
村　

惠
美
子
〔
君
沢
〕

　

☎
７
８
３

−

３
８
０
７

問　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局

　

☎
７
７
２

−

３
７
４
２

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

〜
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
〜

①�

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・

離
婚
・
相
続
等
）・
親
族
間
・

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご

と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
る
様
々
な
問
題

②�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
差
別
問
題

日　

４
月
24
日
㈰　

午
後
１
時
〜
４
時

会　

塩
沢
庁
舎

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
相
談
担
当　

人
権
擁
護
委
員　

貝
瀬�

幸
子
〔
吉
山
新
田
〕

　

☎
７
８
２

−

９
５
０
３

笛
木�

健
作
〔
栃
窪
〕

　

☎
７
８
２

−

３
８
７
８

貝
瀬�

一
夫
〔
長
崎
〕

　

☎
７
８
２

−

２
２
８
８

木
村　

惠
美
子
〔
君
沢
〕

　

☎
７
８
３

−

３
８
０
７

問　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局

　

☎
７
７
２

−

３
７
４
２

市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
皆
さ

ん
の
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り

ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

ご
希
望
の
方
は
電
話
で
の
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�　

南
魚
沼
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
銭
淵
公
園
脇
「
南
魚
沼

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
サ

ン
ラ
イ
ズ
南
魚
沼
）
内
）

　

☎
７
７
２

−

２
５
４
１

※�
４
月
１
日
か
ら
「
相
談
窓
口
」

を「
セ
ン
タ
ー
」に
改
め
ま
し
た
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験

準
備
講
習
会（
乙
種
第
四
類
）

日　

・
６
月
１
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

・��

６
月
２
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜午

後
４
時
30
分

【
受
付
】
講
習
開
始
30
分
前

会�　

十
日
町
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
（
ク
ロ
ス
10
）

　

十
日
町
市
本
町
６
丁
目　

　

☎
７
５
７

−

２
３
２
３

◦�

申
込
期
間　

５
月
２
日
㈪

　
　
　
　
　

〜
18
日
㈬

◦�

受
講
料
・
会
員
５
、０
０
０
円　
　

・��

非
会
員
８
、０
０
０
円

◦�

申
込
・
問　

消
防
本
部　

予
防

課　

☎
７
８
２

−

５
３
３
０

山
火
事
発
生
注
意

例
年
春
先
は
枯
葉
や
枯
草
が

多
く
な
る
こ
と
に
加
え
、
空
気
が

乾
燥
す
る
た
め
、
山
火
事
が
発
生

す
る
危
険
が
高
く
な
り
、
毎
年
林

野
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
日
や

風
の
強
い
日
は
、
火
の
取
り
扱
い

に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問�　

地
域
振
興
局　

林
業
振
興

課　

☎
７
７
２

−

８
２
６
２

保育園訪問

中学生一日人権擁護委員
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森
林
国
営
保
険
加
入
者
の

皆
さ
ま
へ

〜�

あ
な
た
の
森
林
は
大
丈
夫
で

す
か
〜

新
潟
県
で
は
、
雪
に
よ
る
森
林

へ
の
被
害
が
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
春
先
の
森
林

の
確
認
は
と
て
も
大
切
で
す
。
被

害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

加
入
申
込
先
の
森
林
組
合
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◦�

被
害
報
告��

随
時
受
付
（
加
入

申
込
も
随
時
受
付
）

対�　

森
林
国
営
保
険
加
入
者

◦�

窓
口　

加
入
申
込
先
の
森
林

組
合

問�　
・��

南
魚
沼
森
林
組
合
（
舞
子
）

　
　

☎
７
８
３

−

３
３
４
９�

・��

新
潟
県
森
林
組
合
連
合
会

　

☎
２
２
３

−

６
５
０
１�

女
性
学
級

平
成
23
年
度
学
級
生
募
集

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
学
習
に

よ
り
女
性
の
知
識
・
教
養
を
高

め
、「
生
活
に
う
る
お
い
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
し
ま
す
。

期　

５
月
〜
12
月

会　

市
民
会
館
な
ど

対　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
女
性

◦
年
会
費　

１
、５
０
０
円

※�

別
途
、
講
座
な
ど
の
参
加
時
に

は
実
費
徴
収
あ
り
。

◦�

実
施
方
法　

開
催
計
画
に
よ
り

実
施
１
か
月
前
に
案
内
を
配
布

し
ま
す
。
参
加
す
る
場
合
は
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
方
法　

中
央
公
民
館
に
用

意
し
て
あ
る
申
込
書
に
、
年
会

費
を
添
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問�　

中
央
公
民
館（
社
会
教
育
課
）

　
　

☎
７
７
３

−

６
６
１
０

◦
開
催
計
画

５
月�
［
生
活
講
座
］�

　

開
級
式
＆
講
演
会�

市
民
会
館

６
月�

［
趣
味
講
座
］�

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室�

市
民
会
館

７
月��

［
視
察
研
修
］�

　

工
場
見
学
と
植
物
園�
群
馬
県
方
面

８
月��

［
料
理
実
習
］�

　

夏
野
菜
の
料
理�

塩
沢
公
民
館　

９
月��

［
健
康
講
座
］�

　

ヨ
ガ
教
室�

市
民
会
館

10
月�

［
視
察
研
修
］�

　

芸
術
鑑
賞�

長
野
県
方
面

11
月��

［
教
養
講
座
］�

　

布
ぞ
う
り
作
り
教
室�

市
民
会
館

12
月　
［
料
理
実
習
］

　
南
魚
沼
の
郷
土
料
理�

塩
沢
公
民
館

※�

内
容
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
ゃ
く
な
げ
学
級

平
成
23
年
度
会
員
募
集

〜�

あ
な
た
の
人
生
を
よ
り
楽
し

く
、
充
実
し
た
も
の
に
〜

期　

５
月
〜
11
月

会　

中
央
公
民
館
、
市
民
会
館

対　

60
歳
以
上
の
方

◦�

年
会
費　

１
、５
０
０
円

（
自
主
ク
ラ
ブ
加
入
は
、
別
に
負

担
が
必
要
）

◦�

内
容　

学
習
会
、
視
察
研
修
旅

行
、
芸
術
鑑
賞
等
を
毎
月
１
回

実
施
。
自
主
ク
ラ
ブ
は
そ
れ
ぞ

れ
月
２
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

◦�

自
主
ク
ラ
ブ　

民
舞
、
ダ
ン
ス
、

大
正
琴
、
手
芸
、
民
謡
、
生
花
、

書
道
、
俳
句
、
ま
め
だ
会
（
軽

い
運
動
を
行
う
ク
ラ
ブ
で
す)

が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
４
月

１
日
発
行
の
「
ま
な
び
ぃ
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申�　

社
会
教
育
課　

生
涯
学
習
班　

☎
７
７
３

−

６
６
１
０
に
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
申
込
書
を
送

付
し
ま
す
。
※
前
年
度
の
会
員

の
方
に
は
直
接
申
込
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
連
絡
は
不
要
で
す
。

平
成
23
年
度
調
理
師
試
験

◦�

願
書
配
布

４
月
14
日
㈭
か
ら
地
域
振

興
局　

健
康
福
祉
環
境
部
で

◦�

受
付
期
間　

５
月
23
日
㈪

〜
５
月
30
日
㈪

◦�

受
付
場
所　

地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部

◦�

試
験
日
時　

７
月
15
日
㈮

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

◦�

試
験
地　

市
内
（
詳
細
未
定
）

問�　

地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部　

地
域
保
健
課

　

☎
７
７
２

−

８
１
３
７

復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ

�

花
ま
つ
り（
仮
称
）

こ
の
度
の
地
震
で
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
し
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

地
場
産
野
菜
の
販
売
や
工
作

教
室
、
二
人
羽
織
に
ビ
ン
ゴ
大
会
。

吹
奏
楽
の
演
奏
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
売
上
金
の
一
部
を
、
被
災
者

へ
の
義
援
金
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日　

５
月
４
日
（
水
・
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会　

坂
戸�

銭
淵
公
園

詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。　

問�　

☎
０
９
０

−

３
１
４
５

−

６
９
２
２

　
　
（
担
当
：
髙
橋
）

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

�

委
員
公
募
中

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
充

実
し
た
地
域
福
祉
計
画
を
作
る

た
め
に
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

市
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以

上
の
方

定�　

２
人

■
応
募
方
法

福
祉
課
、
六
日
町
・
塩
沢
支
援

係
窓
口
に
用
意
の
申
込
書
で

〆�　

５
月
10
日
㈫
必
着

問�　

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
　

☎
７
７
７

−

３
１
１
２

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

�

ご
ざ
い
ま
す

多
聞
青
年
団
Ｏ
Ｂ
六
撒
会
の

皆
様
よ
り
、
広
域
働
く
婦
人
の
家

調
理
室
に
カ
ー
テ
ン
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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㈶南魚沼市文化スポーツ振興公社　〒 949-6611　南魚沼市坂戸 372　
月曜休館（祝日の場合翌日）ディスポート南魚沼内（南魚スポーツパラダイス事務局）
☎ 773 － 3210　E-mail：spopara@6bun.jp

平成 23 年度　教室参加者募集！

＊＊＊ 長期太極拳『上海蟹』新規参加者 ＊＊＊
●期　　間　５月～３月　毎週水曜日　教室開始日：５月 11日
●時　　間　19:35 ～ 21:05
●内　　容　太極拳
●場　　所　ディスポート南魚沼２Ｆ　アリーナ
●対　　象　満 18歳以上
●定　　員　50人
●申込開始　４月 20日㈬

区分 会　員 非会員
参
加
料

無　料 4,000 円

会
費

（
各
月
）

2,000 円 2,000 円

＊＊＊ わんぱくキッズ教室 ＊＊＊

●期　　間　５月～２月　月１回　土曜日
　　　　　　教室初日：５月中旬
●時　　間　９:30 ～ 11:30
　　　　　　（内容によって曜日・時間等に変更有り）
●内　　容　ハイキング・キャンプ・ゲームなど
●対　　象　４歳児～小学生と保護者
●定　　員　親子 50組
●申込開始　４月 23日㈯

参
加
料

小学生
会　員� 無料
非会員� 4000 円

大　人
会　員� 無料
非会員� 4000 円

未就学
保護者会員� 1,000 円
非会員（4歳～５歳）4,000�円
非会員（０歳～３歳）1,000�円

＊＊＊ スポレック教室 ＊＊＊
プラスチック製のラケットとスポンジボールを使い、

バドミントンコート内で打ち合うテニスのようなスポーツ !!
○申込開始：４月 22日㈮　午前 10時より　　　　　教室初日：５月 13日

■ディスポート会場【前期】
●期　間　５月～９月
●場　所　ディスポート南魚沼２Ｆ　アリーナ
　　　　　毎週金曜　19:30 ～ 21:00
●対　象　小学４年～一般成人　　　　　●定　員　30人

区分 会　員 非会員

参
加
料

〔前期〕
無料

〔前期〕
3,000 円

■塩沢勤労者体育センター会場
●期　間　５月～ 12月
●場　所　塩沢勤労者体育センター
　　　　　隔週金曜　19:30 ～ 21:30
●対　象　小学４年～一般成人　　　　　●定　員　30人

無料 4,000 円

＊＊＊ 第１期『リフレッシュエクササイズ（託児付）』 ＊＊＊
出産・育児としばらくスポーツをする機会が無かった方に最適な教室！

未就学のお子様がいる方も、託児付きで安心！
シェイプアップやストレッチ、たまには球技も行います。楽しく汗をかきましょう！

●期　　間　５月～７月　　毎週木曜（全 10回）
　　　　　　教室初日：５月 12日
●時　　間　11:00 ～ 12:00
●場　　所　ディスポート南魚沼２Ｆ　アリーナ
　　　　　　（お子様は、１Fプレイルームにてお預かりいたします）
●対　　象　一般女性（託児は１歳以上のお子様のみ）
●定　　員　30人（託児 10人）
●申込開始　４月 21日㈭　10：00

区分 会　員 非会員
参
加
料

無　料 4,000 円

託
児
料

１人につき
3,000 円
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保育園あそびの広場 公設民営・私立保育園
詳細は、各施設に問合せください。

保育園名 電話番号 内　　容（日程） 時　　間

上　　 町 773‒6187
英語で遊ぼう 毎月第２木曜日 10：00～11：30

予約が必要ですめごちゃん 毎月第４木曜日

め ぐ み 野 773‒5257

にこにこデー 毎週火・木曜日
10：00～11：00

おたのしみ会 毎月第２木曜日

お誕生会・身体測定 毎月最終木曜日 15：30～16：00

野 の 百 合 772‒2627

支援センター開放 毎週月～土曜日

9：45～15：00

身体測定 毎週月曜日

ひよこ学級 毎週火曜日

ひよこちゃんデー 毎週水・木曜日

お誕生会・給食試食会 毎月開催

マタニティサロン 毎週金曜日 13：30～15：00

わ か ば 778‒2036
わくわくコーナー（園開放） 毎週水曜日

10：00～12：00
親子保育体験日 月２回

金　　 城 788‒1661 自由来館 毎週月～土曜日
（水曜日午前は休館）

㈪～㈮10：00～18：00
㈯10：00～15：00

金城わかば
児 童 館 782‒5163

アロマテラピー講座、手作り広場、すくすくクラブ、
ヨガ教室、親子料理教室、みのりクラブ、お話広場、
親子保育園体験、畑で作物・作物で料理、春の遠足、
音楽コンサート

各イベントと
も予約が必要
です

○六日町幼稚園（☎ 772‒4577）でも、いろいろな計画を予定しています。

＊＊＊ トレーニングルーム　マシン使用法講習会 ＊＊＊
ランニングマシン・エアロバイク・油圧式筋力アップマシンの使用法の講習会です。

●日　　時　４月 28 日㈭　正午～ 13:30 
●定　　員　10 人（事前申し込みが必要です）
●場　　所　ディスポート南魚沼１Ｆ　トレーニングルーム
●対　　象　中学生以上
※施設利用料 300 円が別途必要です（定期券 可）
※運動着、室内用シューズ、タオルをご用意ください

受
講
料

会　員 非会員

無　料 200 円

＊＊＊ 第１期　『ちびっ子エクササイズ』 ＊＊＊
親子で思い切り楽しく身体を動かしながら英語や運動のリズムに親しみましょう。幼児期に運動神経を養おう！

また、同じ年代のお子様のいる、お母さん方の交流の場としても楽しめますよ。

●期　　間　５月～７月　　毎週木曜（全 10 回）　教室初日５月 12 日
●時　　間　10:00 ～ 11:00
●場　　所　ディスポート南魚沼２Ｆ　アリーナ
●対　　象　未就学児と保護者
●定　　員　親子 20 組
●申込開始　４月 21 日㈭ 10：00

区分 会　員 非会員
参
加
料

1,000 円 5,000 円

追
加

子ども１人につき
1,000 円

※日程は都合により異なる場合があります。詳しくは、各教室参加者募集要項をご覧ください。
※保険料は、年会費・参加料に含まれています。（当該教室時のみ有効）
※ご不明な点等がございましたら、お気軽に事務局までご連絡ください。
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☎ 775-3646　URL http://www.mynet.ne.jp/white
入館料：一般 600円／小中高 300円

☎ 773-5500　FAX 772-8161　 0120-150-142
URL http://www.6bun.jp　E-

mail info ＠ 6bun.jp

南魚沼市民会館
４月の休館日【毎週月曜日　祝日の場合翌日】

受付8:30～17:15

☎ 772-7171
URL http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

棟方志功アートステーション
開館 9:00 ～ 17:00（入館 16:30 まで）

詩吟サークル会員募集

トミオカホワイト美術館
４月の休館日【毎週水曜日】

開館10:00～17:00

☎ 780-4080 FAX 777-3815 URL http://www.ikedaart.jp
入館料：大人 500円／高校生以下無料

池田記念美術館
4 月の休館日　毎週水曜日

開館9:00～17:00
（入館16:30まで）

2011 年　第一回展　
「越後の風景　そして　春」　　
�新潟の風景を描いた作品や
満開の桜など富岡の描いた
春を展示します。

未曾有の大災害となってしまった東北関東大震
災。被災地の苦しみが痛いほど分かる我ら魚沼
の地から、明るい気持ちを発信していきたいと
思います。

山根麻以チャリティーコンサート
「ありがとう　あいしてる　だいじょうぶ」
◦５月２日㈪開演 18:30�
◦料　金　大　　　人� 3,000 円　
　　　　　小中高校生� 1,500 円
　　　　　（当日 500 円増）
山根麻以は福山雅治、井上陽水ほ
か多数のアーティストとも共演し
ている実力派シンガー。ヒーラー
でもある彼女の音楽には、生きていることが嬉し
くなる力があります。希望の光を浦佐から東北へ

親と子の絆　平賀洗一・壯太の昆虫と油絵展
◦会　期　５月 10 日㈫まで
六日町出身の「南魚沼のファーブル」元昆虫少年
の平賀壯太さんとお父さんの平賀洗一さんが集め
た昆虫標本と二人が描いた油絵を展示します。

詩吟サークル　詩
し

吟
ぎん

神
しん

風
ぷう

流
りゅう

神
しん

邑
ゆう

会
かい

六日町支部で
は会員を募集しています。詩吟に興味のある方、
詩吟が好きな方、一緒に吟じましょう。
◦日　時　第２・４水曜日　19:00
◦会　場　中央公民館（市民会館２階）
◦会　費　月 2,000 円
◦内　容　漢詩についての勉強、漢詩の吟詠など
◦申込み　中島知子　☎ 772 － 4855

■平成 23年度芸術文化事業のご案内

マイタウン・コンサート
～アンサンブルの響き～ 

新潟を中心に各地で活躍中の演奏家による楽し
いコンサートです。それぞれの楽器の魅力、ア
ンサンブルの楽しさをご堪能ください。
◦日　時　5月 29 日㈰開演 14:00（開場 13:30）
◦会　場　市民会館　多目的ホール
◦料　金　全席自由　500 円
　※会館、会館プレイガイドにて好評発売中。

ふるさと爆笑寄席　林家一門会
落語会のビックネームを襲名した、八兵衛でお
なじみの林家三平が南魚沼に登場！
◦日　時　6月 26 日㈰開演 18:00（開場 17:30）
◦会　場　市民会館　大ホール
◦料　金　全席自由　3,500 円（当日 4,000 円）
　※ �4 月 17 日㈰から会館、会館プレイガイド
にて発売開始。

＜会員は 4月 10 日㈰より発売中＞
教室事業のご案内

リコーダー教室（前期）
～ホールにリコーダーの音色を響かせよう！～
◦日　時　5月～ 9月（月 3回／木曜開催）
　　　　　19:00 ～ 21:00
◦参加費（前期）大人 7,000 円
　　　　　高校生以下 4,000 円　親子 8,000 円

ジュニアよさこい教室
～みんなで一緒に元気に踊ろう！～

◦日　時　4月～ 12 月（毎週木曜開催）
　　　　　18:30 ～ 20:00　
◦参加費　年 6,000 円

第１期　柳緑花紅の世界～勝山春山、竹久夢二、
伊東深水、吉田博、アイズピリ、シャガールなど
◦会　期　7月 3日㈰まで

東宮庭・梢・鳥・雪（1981）
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40
歳
無
料
ク
ー
ポ
ン
で
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
を
再
開
し
ま
す

　

市
で
は
23
年
度
中
に
40
歳
に
な
る
方
を

対
象
に
住
民
健
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
発

行
し
ま
す
。

◦
対
象
の
健
（
検
）
診

　

・
基
礎
健
診
（
特
定
健
診
）

　
　
　

※
国
保
加
入
者
の
み

　

・
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査

　
　

（
今
ま
で
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
）

　

・
肺
が
ん
検
診

　

・
胃
が
ん
検
診

　

・
大
腸
が
ん
検
診

　

人
生
80
年
と
言
わ
れ
る
い
ま
、
40
歳
は
折

り
返
し
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
き
で
す
。

　

「
健
康
に
は
自
信
が
あ
る
」
、
「
別
に

ど
こ
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
大
丈

夫
」
と
い
う
方
も
、
体
は
変
化
し
て
い
ま

す
。
予
防
・
早
期
発
見
を
す
れ
ば
、
身
体

的
に
も
経
済
的
に
も
負
担
を
軽
く
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
自
分
の
体
の
定
期
健
診

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
事
前
に
詳
し
い
ご

案
内
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

（
※
こ
の
ク
ー
ポ
ン
で
無
料
と
な
る
の
は
南

魚
沼
市
が
実
施
す
る
住
民
健
診
で
す
。
）

　

一
時
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
ヒ
ブ
・
小

児
用
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
は
、
国
よ
り

安
全
性
上
懸
念
が
な
い
と
さ
れ
た
た
め
４

月
１
日
よ
り
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

問　

保
健
課　

☎
７
７
７
―
３
８
５
０

◎特定健診（40歳～74歳・75歳の誕生日前）受診者は、特定健診受診券と保険証を必ずお持ちください。
　受診券が健診日までに届かない場合は保健課までご連絡ください。
◎高齢健診（75歳以上）受診者は、保険証を必ずお持ちください。
◎健診日程日に都合がつかない場合は、変更することができます。新規に健診の申し込みをする方は、
「住民健診カレンダー」で年間日程をご確認のうえ、お早めに保健課 777-3850までご連絡ください。
■�健診内容・受付時間などの詳しい内容は「住民健診カレンダー」に掲載しています。

六日町地域
【実施健診名の内容】

基礎健診など………基礎健診／胸部レントゲン／胃がん検診／大腸がん検診
子宮・乳がん検診…子宮頸がん検診／乳がん検診

注意 　胃がん検診は午前に実施します。

塩沢地域
【実施健診名の内容】

基礎健診など………基礎健診／胸部レントゲン／胃がん検診／大腸がん検診
子宮・乳がん検診…子宮頸がん検診／乳がん検診

注意 　胃がん検診は午前に実施します。

期日 時間区分 健診名 会場 行政区

5月17日㈫ 午前 午後 子宮・乳がん検診

市民会館
多目的ホール

緑町・栄町・上町1丁目1区・若葉町・沖町

5月18日㈬ 午前 午後 基礎健診など 美佐島・伊勢町

5月19日㈭ 午前 午後 基礎健診など 余川本町・仲町

5月20日㈮ 午前 午後 基礎健診など 欠之上・上町１丁目４区

5月25日㈬ 午前 午後 子宮・乳がん検診 広堀・中手原・山口・上原・田崎・下原
下原新田・泉・泉新田・長森・長森新田・麓

5月26日㈭ 午前 午後 子宮・乳がん検診 野田・北田中・四十日・西・四十日新道
宇津野・青木・大杉・奥・寺尾

期日 時間区分 健診名 会場 行政区

5月24日㈫ 午前 午後 子宮・乳がん検診

塩沢保健
センター

島新田・竹俣・竹俣新田・片田・思川
吉里

5月29日㈰ 午前 午後 基礎健診など 原芝野・滝谷・一之沢・姥沢・台上・蟹沢
清水・古川

5月30日㈪ 午前 午後 基礎健診など 沢口・上田掛之下・吉里・目来田

5月31日㈫ 午前 午後 基礎健診など 島新田・竹俣・思川・横新田・小松沢

5月 住民健診日程 　保健課　☎777-3850

南魚沼市住民健診カレンダーの
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市北部（大和地域、大巻・城内 ･五十沢地区）
会 健友館２階（大和病院となり）

市南部（六日町地区、塩沢地域）
会�塩沢保健センター（塩沢庁舎となり）

本人や家族に下痢、発熱などの風邪症状がある時は、健診や教室参加は控えてください。

○お持ちいただくもの　母子保健カレンダーをご覧ください。

事　業 対　象 期　日 受付時間
４か月児健診 23年 １月生 ５月25日（水） ９：00～９：10
ポリオ１ 回 目 22年８月生

５月17日（火） ９：00～９：10
ポリオ２ 回 目 22年１月生
1 0か月児健診 22年７月生 ５月23日（月） ９：00～９：10
１歳児歯科健診
フッ化 物 塗 布 22年５月生 ５月31日（火） 13：00～13：10

１歳半児健診・
歯 科 健 診 ・
フッ化 物 塗 布

21年 10月生 ５月24日（火） ９：00～９：10

２歳児歯科健診
フッ化 物 塗 布 21年４月生 ５月11日（水） 13：00～13：10

２歳半児歯科健診
フ ッ 化 物 塗 布 20年10月生 ５月９日（月） 13：00～13：10

３ 歳 児 健 診・
歯 科 健 診 ・
フッ化 物 塗 布

20年４月生 ５月27日（金） ９：00～９：10

事　業 対　象 期　日 受付時間
４か月児健診 23年１月生 ５月19日（木） 13：00～13：10
ポリオ１ 回 目 22年８月生

５月27日（金） 13：30～13：40
ポリオ２ 回 目 22年１月生
1 0か月児健診 22年７月生 ５月13日（金） 13：00～13：10
１歳児歯科健診
フッ化 物 塗 布 22年５月生 ５月25日（水） 13：00～13：10

１歳半児健診・
歯 科 健 診 ・
フッ化 物 塗 布

21年 10月生 ５月26日（木） 13：00～13：10

２歳児歯科健診
フッ化 物 塗 布 21年４月生 ５月17日（火） 13：00～13：10

２歳半児歯科健診
フ ッ 化 物 塗 布 20年10月生 ５月 10日（火） 13：00～13：10

３ 歳 児 健 診・
歯 科 健 診 ・
フッ化 物 塗 布

20年４月生 ５月 12日（木） 13：00～13：10

　〜言葉の遅れが心配なとき〜
市では、１歳６か月、３歳健診などで身体の発達や病気だけでは
なく言葉や心の成長の確認もしています。言葉や心の成長（社会性）
は、生活に欠かせない力です。しかし近年は、テレビやゲームの利用
時間等の増加により、言葉の遅れ等のあるお子さんが増えているよう
です。また、子供さんとご両親がゆっくり過ごす時間も以前より少な
くなり、社会全体の問題として、お子さんの成長が困難な環境となっ

ています。障がいがなくとも、一見、発達が遅めに見えるお子さんもいます。しかし、人に思いが伝わらな
いと・・・イライラしたり、悲しくなったり、気持ちも不安定になってしまいます。そして、それが長く続
くのは、決して良い事ではないようです。
障がいがあってもなくても同じ事が言えるでしょう。早めの対応が大切です。言葉が遅い、社会性に心配
があるときは、健診やお電話でご相談ください。
　〜『遊びの教室』のご案内〜
言葉が少し遅いかな？と思われる幼児の方に、「遊びの教室」をお勧めしています。障がいの有無に関わ
らず、言葉がゆっくりでお困りのお子さんの教室です。「親子で楽しく遊ぶ事」が言葉育ての基本となり、
お父さんやお母さんと遊ぶと「すごく楽しい！」を実感してもらい、たくさん笑顔になって『言葉の芽』を
育てるお手伝いをしています。
今までの育児が間違いだったという事は決してありません。少し関わりの工夫が必要なお子さんが増えて
きたのです。教室では、家でも出来る遊びも紹介しています。何もせず、じっと言葉が出るのを待つよりも、
お子さんとの遊びを楽しみ、相談をしながら成長を見守って行きましょう。� 問保健課　☎ 777-3850

マタニティサロンのご案内
妊娠期中期のご夫婦を対象に、妊娠中の悩みを話したり、旦那さんの妊婦体験をしたりとこれからの子育てに
向けて気軽に楽しく体験・お話をするサロンです。妊娠前後のサービスや健康管理などの情報も聞けます。

日　時：５月�14日（土）　13：30〜15：30　　会　場：ふれ愛支援センター　２階
持ち物：母子手帳、南魚沼市子育てブック、必要な人は座布団・膝掛けなど
対　象：出産予定日が23年９月・10月のご夫婦（お子様をお連れの方は、ご相談ください）
申込み：保健課　☎777-3850

問 保健課 ☎777-38505月の乳幼児健診等の日程

検索南魚沼市　母子保健カレンダー

検索南魚沼市　母子保健

に
こにこ子育て

③に
こにこ子育て

③
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ご意見・ご要望をお寄せください。　 kouhou@city.minamiuonuma.lg.jp

市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。
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地在所の所療診急救日休 ◎
市役所本庁舎となり
　南魚沼市保健センター内

◎脳神経外科の休日救急医療
00：21の曜土 ～翌朝6：00と日曜・

祝日の6：00 ～翌朝6：00は、齋藤

ています。

週の当番を確認できます。（変更する場合があり
ます。確認してからご利用ください）
※携帯サイトの救急医療当番はこちらから➡

そのほか

毎週月曜　13：30 ～16：00　働く婦人の家
毎週水曜　13：30 ～16：00　本庁舎
毎週金曜　13：30 ～16：00　塩沢老人福祉センター
※市役所休業日はお休みさせていただきます。

図書館は公民館図書室との連携を密にし、広く市民の皆さまに親し
まれる図書館づくりを目指しています。気軽にお立ち寄りください。

市
報み
な
み
魚
沼

南魚沼市　救急医療 検索

4月16日➡5月8日

南魚沼市携帯サイト

『1日こども図書館員募集』『1日こども図書館員募集』

南魚沼市図書館（市民会館内2F）
☎

大和図書室（大和公民館内2F）
☎

塩沢図書室（塩沢公民館内1･3F）
☎図書館はひとりひとりの本棚です!

新着図書新着図書新着図書新着図書

日時：4月24日㈰　8：30～11：30
内容：カウンター業務（貸出・返却）、ほんの整理等
対象：市内小学校5・6年生　3人位
申込：南魚沼市図書館（☎773－6677）

　　　　　 一刀斎夢録　上・下 浅田　次郎
　　　　　 きことわ 朝吹真理子
苦役列車 西村　賢太
カルテット　１・２・３ 大沢　在昌
シューマンの指 奥泉　光
噛む犬 香納　諒一
男嫌いの姉と妹－町医北村宗哲－ 佐藤　雅美
アンダスタンド・メイビー　上・下 島本　理生
天使の報酬 真保　裕一
鋼鉄の叫び 鈴木　光司
トモスイ 高樹のぶ子
渡りの足跡 梨木　香歩
民宿雪国 樋口　毅宏
錨を上げよ　上・下 百田　尚樹
横濱唐人の吉異聞 山崎　洋子
ジョン・マン　波涛編 山本　一力
折れた竜骨 米澤　穂信
江戸っ子の倅　 池部　良
お徳用愛子の詰め合わせ 佐藤　愛子
失敗の効用 外山滋比古
おしんの遺言 橋田壽賀子
たてつく二人 三谷　幸喜
昼の家、夜の家 オルガ・トカルチュク
北朝鮮に嫁いで四十年－ある脱北日本人妻の手記－ 斉藤　博子

　　　　　 デンマークのにぎやかな公共図書館  吉田　右子
　　　　　 平家物語大事典 大津　雄一（他）編
日本語語感の辞典 中村　　明
参議院とは何か 竹中　治堅
あたらしい哲学入門－なぜ人間は八本足か？－ 土屋　賢二
グッドバイバタフライ 森　　英恵
日本の百年企業　 朝日新聞編
40歳からハッピーに生きるコツ 横森　理香
年金のことならこの１冊　改訂２版 原　　智徳

心配ごと
相談

郷土図書紹介郷土図書紹介

13：30～16：00 城内診療所 ７７５－２００９
18：00～翌朝６：00 六日町病院 ７７２－７１１１
12：00～翌朝６：00 六日町病院 ７７２－７１１１
９：00～16：00 休日救急診療所 ７７３－６６８８
18：00～翌朝６：00 六日町病院 ７７２－７１１１
13：30～16：00 中之島診療所 ７８２－０１３０
18：00～翌朝６：00 ゆきぐに大和病院 ７７７－２１１１
12：00～翌朝６：00 ゆきぐに大和病院 ７７７－２１１１
９：00～16：00 休日救急診療所 ７７３－６６８８
18：00～翌朝６：00 ゆきぐに大和病院 ７７７－２１１１
９：00～16：00 休日救急診療所 ７７３－６６８８
18：00～翌朝６：00 六日町病院 ７７２－７１１１
13：30～16：00 青葉すこやかｸﾘﾆｯｸ ７８２－１０００
18：00～翌朝６：00 ゆきぐに大和病院 ７７７－２１１１
12：00～翌朝６：00 ゆきぐに大和病院 ７７７－２１１１
９：00～16：00 休日救急診療所 ７７３－６６８８
18：00～翌朝６：00 ゆきぐに大和病院 ７７７－２１１１
９：00～16：00 休日救急診療所 ７７３－６６８８
18：00～翌朝６：00 ゆきぐに大和病院 ７７７－２１１１
９：00～16：00 休日救急診療所 ７７３－６６８８
18：00～翌朝６：00 六日町病院 ７７２－７１１１
９：00～16：00 休日救急診療所 ７７３－６６８８
18：00～翌朝６：00 ゆきぐに大和病院 ７７７－２１１１
13：30～16：00 河内医院 ７７２－２３５５
18：00～翌朝６：00 六日町病院 ７７２－７１１１
12：00～翌朝６：00 六日町病院 ７７２－７１１１
９：00～16：00 休日救急診療所 ７７３－６６８８
18：00～翌朝６：00 六日町病院 ７７２－７１１１

 日にち 診療科 受付時間 医療機関 電話番号

外科

内科

内科

外科
内科
外科

内科
外科

内科
外科
内科
外科

内科
外科

外科

内科

内科

外科

4/16 ㈯

5/1 ㈰

17 ㈰
23 ㈯
24 ㈰
29 ㈮祝日

3 ㈫祝日
内科
外科4 ㈬祝日
内科
外科

内科
外科

5 ㈭祝日

30 ㈯

7 ㈯
8 ㈰

「越後魚沼方言集」　　大久保　誠 著
　南、北魚沼の方言語彙及び慣用句類を50音順に配
列し、意味・語源・用法・使用地区等を記述したもの。参
考語・類義語、反意語・対義語なども示す。
「越後心象－ＩＮＳＰＩＲＥＤ－」中村　浩 絵
　越後の風土に生きぬいた一人の孤僧、良寛。その心に触れてください。
各絵に富居順子の文を添える。
「良寛との旅－探訪ガイド－」　　立松　和平（他） 写真
　良寛の生誕地出雲崎から、青春時代の修行の地・倉敷市玉島、終焉の
地・島崎まで、ゆかりの地を写真と共に紹介する。関連地図や探訪ガイドな
ども掲載。
「新潟の妖怪」　　髙橋　郁丸 著
　ちょっと怖いけれど、懐かしい存在でもある妖怪。娑池の大蛇、ともかつ
ぎ、ヤサブロバサなど、地域の人と深いつながりのある妖怪をイラストを交え
て紹介。新潟県妖怪地図も収録。

救急医療当番救急医療当番

JR六日町駅
東口

市役所
本庁舎

休日救急
診療所

公園

南魚沼
市役所前

六日町

Ⓟ
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